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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力側が、入力電磁界を支持する入力導波管セクションによって定められ、出力側が、
出力電磁界を支持する出力導波管セクションによって定められた導波管エンクロージャと
、
　伝播方向と、前記導波管エンクロージャによって支持される基本モードの電界方向との
両方向に対して垂直な方向として定義されるＨ方向に沿って、前記導波管エンクロージャ
内に前記入力導波管セクションと前記出力導波管セクションとの間に配置されるスロット
ラインモジュールアレイと、
を備え、
　前記スロットラインモジュールアレイ中の各スロットラインモジュールは、入力部分及
び出力部分を有する回路素子と、前記入力導波管セクションと前記回路素子の入力部分と
の間に配置された入力スロットラインアンテナと、前記出力導波管セクションと前記回路
素子の出力部分との間に配置された出力スロットラインアンテナとを含み、
　前記スロットラインモジュールアレイ内の異なるスロットラインモジュールは、前記ス
ロットラインモジュール間の信号振幅バランスが特定の振幅輪郭に実質的に従うように、
前記導波管エンクロージャ内の前記スロットラインモジュールアレイ中の各スロットライ
ンモジュールの前記Ｈ方向の位置に応じて異なる特性を有するように構成される、
ことを特徴とする電力合成器装置。
【請求項２】
　各スロットラインモジュール中の前記入力スロットラインアンテナ及び前記出力スロッ
トラインアンテナのうちの少なくとも一方の、伝播方向に沿った長手方向位置が、前記導
波管エンクロージャ内の前記Ｈ方向に沿った前記各スロットラインモジュールの位置に応
じて異なる、
ことを特徴とする請求項１に記載の電力合成器装置。
【請求項３】
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　前記導波管エンクロージャの前記Ｈ方向の中心近傍の各スロットラインモジュールにお
いて、前記入力スロットラインアンテナの前記長手方向位置は前記入力導波管セクション
からより離れており、前記出力スロットラインアンテナの該長手方向位置は前記出力導波
管セクションからより離れている、
ことを特徴とする請求項２に記載の電力合成器装置。
【請求項４】
　前記導波管エンクロージャの縁部近傍の各スロットラインモジュールにおいて、前記入
力スロットラインアンテナの前記長手方向位置は前記入力導波管セクションにより近く、
前記出力スロットラインアンテナの該長手方向位置は前記出力導波管セクションにより近
い、
ことを特徴とする請求項２に記載の電力合成器装置。
【請求項５】
　少なくとも１つの前記スロットラインモジュール内の前記回路素子は、前記少なくとも
１つのスロットラインモジュールを通して前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号
遅延を制御し、前記スロットラインモジュールアレイを通して前記入力電磁界から前記出
力電磁界までの前記信号遅延を実質的に等化するように構成される遅延等化セクションを
含む、
ことを特徴とする請求項２に記載の電力合成器装置。
【請求項６】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項５に記載の電力合成器装置。
【請求項７】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項５に記載の電力合成器装置。
【請求項８】
　前記各スロットラインモジュール内の前記入力スロットラインアンテナ及び前記出力ス
ロットラインアンテナのうちの少なくとも一方の形状は、前記導波管エンクロージャ内の
前記Ｈ方向に沿った前記各スロットラインモジュール位置に応じて異なる、
ことを特徴とする請求項１に記載の電力合成器装置。
【請求項９】
　少なくとも１つの前記スロットラインモジュール内の前記回路素子は、前記少なくとも
１つのスロットラインモジュールを通して前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号
遅延を制御し、前記スロットラインモジュールアレイを通して前記入力電磁界から前記出
力電磁界までの前記信号遅延を実質的に等化するように構成される遅延等化セクションを
含む、
ことを特徴とする請求項８に記載の電力合成器装置。
【請求項１０】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項９に記載の電力合成器装置。
【請求項１１】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項９に記載の電力合成器装置。
【請求項１２】
　前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なくとも
一方は、該入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なく
とも一方が配置された誘電体層の面上にスロットライン伝送線路を有し、且つ前記誘電体
層の相対する面上に前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナの
うちの少なくとも一方に対して実質的に垂直に向いた導電ストリップを有する関連スロッ
トライン－マイクロストリップ変換器を含み、
　前記導電ストリップは、前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアン
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テナのうちの少なくとも一方を前記各スロットラインモジュールに関連する前記回路素子
に結合する差動駆動マイクロストリップ線路のペアを形成する、
ことを特徴とする請求項１に記載の電力合成器装置。
【請求項１３】
　前記導電ストリップは、少なくとも１つのインピーダンス変換セクションによって前記
差動駆動マイクロストリップ線路のペアに連結される、
ことを特徴とする請求項１２に記載の電力合成器装置。
【請求項１４】
　少なくとも１つの前記スロットラインモジュール内の前記回路素子は、前記少なくとも
１つのスロットラインモジュールを通して前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号
遅延を制御し、前記スロットラインモジュールアレイを通して前記入力電磁界から前記出
力電磁界までの前記信号遅延を実質的に等化するように構成される遅延等化セクションを
含む、
ことを特徴とする請求項１２に記載の電力合成器装置。
【請求項１５】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項１４に記載の電力合成器装置。
【請求項１６】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項１４に記載の電力合成器装置。
【請求項１７】
　前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なくとも
一方は、該入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なく
とも一方が配置された誘電体層の面上にスロットライン伝送線路を有し、且つ前記誘電体
層の相対する面上に前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナの
うちの少なくとも一方に対して実質的に垂直に向いた導電ストリップを有する関連スロッ
トライン－マイクロストリップ変換器を含み、
　前記導電ストリップは、前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアン
テナのうちの少なくとも一方を前記各スロットラインモジュールに関連する前記回路素子
に結合する差動駆動マイクロストリップ線路のペアを形成し、
　前記スロットラインモジュール間の信号振幅の均一性は、前記スロットラインモジュー
ルの前記導波管エンクロージャ内のＨ方向に沿った位置に応じて各入力スロットラインア
ンテナ及び出力スロットラインアンテナが形成された前記誘電体層の厚さを変えることに
よって向上される、
ことを特徴とする請求項１に記載の電力合成器装置。
【請求項１８】
　少なくとも１つの前記スロットラインモジュール内の前記回路素子は、前記少なくとも
１つのスロットラインモジュールを通して前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号
遅延を制御し、前記スロットラインモジュールアレイを通して前記入力電磁界から前記出
力電磁界までの前記信号遅延を実質的に等化するように構成される遅延等化セクションを
含む、
ことを特徴とする請求項１７に記載の電力合成器装置。
【請求項１９】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項１８に記載の電力合成器装置。
【請求項２０】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項１８に記載の電力合成器装置。
【請求項２１】
　前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なくとも
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一方は、該入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なく
とも一方が配置された誘電体層の面上にスロットライン伝送線路を有し、且つ前記誘電体
層の相対する面上に前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナの
うちの少なくとも一方に対して実質的に垂直に向いた導電ストリップを有する関連スロッ
トライン－マイクロストリップ変換器を含み、
　前記導電ストリップは、前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアン
テナのうちの少なくとも一方を前記各スロットラインモジュールに関連する前記回路素子
に結合する差動駆動マイクロストリップ線路のペアを形成し、
　前記スロットラインモジュール間の信号振幅の均一性は、前記スロットラインモジュー
ルの前記導波管エンクロージャ内のＨ方向に沿った位置に応じて各入力スロットラインア
ンテナ及び出力スロットラインアンテナが形成された前記誘電体層の誘電率を変えること
によって向上される、
ことを特徴とする請求項１に記載の電力合成器装置。
【請求項２２】
　少なくとも１つの前記スロットラインモジュール内の前記回路素子は、前記少なくとも
１つのスロットラインモジュールを通して前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号
遅延を制御し、前記スロットラインモジュールアレイを通して前記入力電磁界から前記出
力電磁界までの前記信号遅延を実質的に等化するように構成される遅延等化セクションを
含む、
ことを特徴とする請求項２１に記載の電力合成器装置。
【請求項２３】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項２２に記載の電力合成器装置。
【請求項２４】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項２２に記載の電力合成器装置。
【請求項２５】
　前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なくとも
一方は、該入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なく
とも一方が配置された誘電体層の面上にスロットライン伝送線路を有し、且つ前記誘電体
層の相対する面上に前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナの
うちの少なくとも一方に対して実質的に垂直に向いた導電ストリップを有する関連スロッ
トライン－マイクロストリップ変換器を含み、
　前記導電ストリップは、前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアン
テナのうちの少なくとも一方を前記各スロットラインモジュールに関連する前記回路素子
に結合する差動駆動マイクロストリップ線路の２つ又はそれ以上のペアを形成する、
ことを特徴とする請求項１に記載の電力合成器装置。
【請求項２６】
　前記２つ又はそれ以上の差動駆動マイクロストリップ線路のペアは、前記スロットライ
ンモジュールに沿って動作周波数の４分の１波長の整数倍に実質的に等しい距離だけ離隔
される、
ことを特徴とする請求項２５に記載の電力合成器装置。
【請求項２７】
　前記２つ又はそれ以上の差動駆動マイクロストリップ線路は、前記スロットラインモジ
ュールの少なくとも１つの前記回路素子内の構成要素の少なくとも２つのセットを介して
前記導波管エンクロージャに印加される信号を分離する、
ことを特徴とする請求項２５に記載の電力合成器装置。
【請求項２８】
　スロットライン－マイクロストリップ変換器を前記回路素子の構成要素に接続する電力
分配器を更に備える、
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請求項２７に記載の電力合成器装置。
【請求項２９】
　前記電力分配器が、前記回路素子内の構成要素を絶縁するように構成されている、
ことを特徴とする請求項２８に記載の電力合成器装置。
【請求項３０】
　導波管入力に結合された第１の端部及び導波管出力に結合された第２の端部を有する導
波管エンクロージャと、
　前記導波管エンクロージャ内に配置され、その各々の第１の端部の近傍の第１のスロッ
トラインアンテナとその各々の第２の端部の近傍の第２のスロットラインアンテナとを含
む、スロットラインアンテナのペアを少なくとも１つその各々が備えた複数のスロットラ
インモジュールと、
　前記スロットラインアンテナのペアの前記第１及び第２のスロットラインアンテナの各
々に結合された回路素子部分と、
を備え、
　前記第１及び第２のスロットラインアンテナが、前記スロットラインモジュール間の振
幅バランスを特定の振幅輪郭に実質的に一致させるように前記導波管エンクロージャの第
１及び第２の端部に対して配置される、
ことを特徴とする電力合成アレイ。
【請求項３１】
　少なくとも１つの前記スロットラインモジュール内の前記回路素子部分は、前記少なく
とも１つのスロットラインモジュールを通して前記入力電磁界から前記出力電磁界までの
信号遅延を制御し、前記スロットラインモジュールアレイを通して前記入力電磁界から前
記出力電磁界までの前記信号遅延を実質的に等化するように構成される遅延等化セクショ
ンを含む、
ことを特徴とする請求項３０に記載の電力合成器装置。
【請求項３２】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項３１に記載の電力合成アレイ。
【請求項３３】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項３１に記載の電力合成アレイ。
【請求項３４】
　異なる前記スロットラインモジュールの前記第１及び第２のスロットラインアンテナの
特性は、前記導波管エンクロージャ内で１つのスロットラインモジュールのスロットライ
ンアンテナ構成が別のスロットラインモジュールのスロットラインアンテナ構成とは異な
るように異なっている、
ことを特徴とする請求項３０に記載の電力合成アレイ。
【請求項３５】
　導波管入力に結合された第１の端部及び導波管出力に結合された第２の端部を有する導
波管エンクロージャと、
　前記導波管エンクロージャ内に配置された複数のスロットラインモジュールであって、
その各々が誘電体基板上にプリントされ、且つ該スロットラインモジュールの各々の第１
の端部の近傍の、スロットラインアンテナのペアにおける第１のスロットラインアンテナ
、及び前記スロットラインモジュールの各々の第２の端部の近傍の、前記スロットライン
アンテナのペアにおける第２のスロットラインアンテナであるスロットラインアンテナの
ペアを少なくとも１つ含むスロットラインモジュールと、
　前記スロットラインアンテナのペアの前記スロットラインアンテナの各々に結合された
回路素子部分と、
を備え、
　各スロットラインアンテナの誘電体の厚さは、前記スロットラインモジュール間の振幅
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バランスが前記複数のスロットラインモジュールにわたり特定の振幅輪郭に実質的に一致
させるように異なっている、
ことを特徴とする電力合成アレイ。
【請求項３６】
　前記誘電体の厚さは、前記導波管エンクロージャの中心近傍に配置される前記スロット
ラインモジュールにおける前記誘電体基板が、前記導波管エンクロージャの縁部近傍に配
置される前記スロットラインモジュールにおける前記誘電体基板よりも薄肉になるように
異なっている、
ことを特徴とする請求項３５に記載の電力合成アレイ。
【請求項３７】
　選択された前記スロットラインモジュールが構成される材料の誘電率は、前記スロット
ラインモジュール間の振幅バランスを前記複数のスロットラインモジュールにわたり前記
特定の振幅輪郭に実質的に更に一致させるように異なっている、
ことを特徴とする請求項３６に記載の電力合成アレイ。
【請求項３８】
　少なくとも１つの前記スロットラインモジュール内の前記回路素子部分は、前記少なく
とも１つのスロットラインモジュールを通して前記入力電磁界から前記出力電磁界までの
信号遅延を制御し、前記複数のスロットラインモジュールを通して前記導波管入力から前
記導波管出力までの前記信号遅延を実質的に等化するように構成される遅延等化セクショ
ンを含む、
ことを特徴とする請求項３５に記載の電力合成器装置。
【請求項３９】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項３８に記載の電力合成アレイ。
【請求項４０】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項３８に記載の電力合成アレイ。
【請求項４１】
　導波管入力に結合された第１の端部及び導波管出力に結合された第２の端部を有する導
波管エンクロージャと、
　前記導波管エンクロージャ内に配置された複数のスロットラインモジュールであって、
その各々が誘電体基板上にプリントされ、且つ該スロットラインモジュールの各々の第１
の端部の近傍の、スロットラインアンテナのペアにおける第１のスロットラインアンテナ
、及び前記スロットラインモジュールの各々の第２の端部の近傍の、前記スロットライン
アンテナのペアにおける第２のスロットラインアンテナであるスロットラインアンテナの
ペアを少なくとも１つ含むスロットラインモジュールと、
　前記スロットラインアンテナのペアの前記スロットラインアンテナの各々に結合された
回路素子部分と、
を備え、
　選択された前記スロットラインモジュールが構成される材料の誘電率は、前記スロット
ラインモジュール間の振幅バランスを特定の振幅輪郭に実質的に一致させるように異なっ
ている、
ことを特徴とする電力合成アレイ。
【請求項４２】
　前記誘電体基板の厚さは、前記導波管エンクロージャの中心近傍に配置される前記スロ
ットラインモジュールにおける前記誘電体基板が、前記導波管エンクロージャの縁部近傍
に配置される前記スロットラインモジュールにおける前記誘電体基板よりも薄肉になるよ
うに、前記スロットラインモジュール間の前記振幅バランスを前記複数のスロットライン
モジュールにわたって前記特定の振幅輪郭に実質的に更に一致させるように異なっている
ことを特徴とする、
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請求項４１に記載の電力合成アレイ。
【請求項４３】
　少なくとも１つの前記スロットラインモジュール内の前記回路素子部分は、前記少なく
とも１つのスロットラインモジュールを通して前記入力電磁界から前記出力電磁界までの
信号遅延を制御し、前記複数のスロットラインモジュールを通して前記導波管入力から前
記導波管出力までの前記信号遅延を実質的に等化するように構成される遅延等化セクショ
ンを含む、
ことを特徴とする請求項４２に記載の電力合成器装置。
【請求項４４】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項４３に記載の電力合成アレイ。
【請求項４５】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項４３に記載の電力合成アレイ。
【請求項４６】
　電力合成アレイにおいて性能を向上させる方法であって、
　スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアをその各々が有する複数のスロットラ
インモジュールが配置された導波管エンクロージャに対して、マイクロ波信号を該マイク
ロ波信号の電磁界強度が前記導波管エンクロージャの中心部でより強く、且つ前記導波管
エンクロージャの縁部でより弱いように印加する段階と、
　前記スロットラインモジュール間の振幅バランスを、前記スロットラインモジュールの
各々を通して特定の振幅輪郭に実質的に一致させるように前記スロットラインモジュール
の特性を異ならせる段階と、
を含む方法。
【請求項４７】
　前記スロットラインモジュールの特性を異ならせる段階が、前記複数のスロットライン
モジュール内の前記スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアの長手方向位置を異
ならせる段階を更に含む、
ことを特徴とする請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記複数のスロットラインモジュールにおける少なくとも１つの前記スロットラインモ
ジュールの回路素子部分内に遅延等化セクションを実装する段階を更に含み、
　前記遅延等化セクションは、前記複数のスロットラインモジュール内の前記スロットラ
インモジュールの各々を通して信号遅延を実質的に等化するように構成される、
ことを特徴とする請求項４６に記載の方法。
【請求項４９】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項４８に記載の方法。
【請求項５１】
　前記スロットラインモジュールの特性を異ならせる段階が、前記複数のスロットライン
モジュール内の前記スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアが配置された誘電体
基板の厚さを異ならせる段階を更に含む、
ことを特徴とする請求項４６に記載の方法。
【請求項５２】
　前記複数のスロットラインモジュールにおける少なくとも１つの前記スロットラインモ
ジュールの回路素子部分内に遅延等化セクションを実装する段階を更に含み、
　前記遅延等化セクションは、前記少なくとも１つのスロットラインモジュールを通して
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前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号遅延を制御し、前記複数のスロットライン
モジュール内の前記スロットラインモジュールの各々を通して信号遅延を実質的に等化す
るように構成される、
ことを特徴とする請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
【請求項５４】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
【請求項５５】
　前記スロットラインモジュールの特性を異ならせる段階が、前記スロットラインアンテ
ナの少なくとも１つのペアが構成される材料の誘電率を異ならせる段階を更に含む、
ことを特徴とする請求項４６に記載の方法。
【請求項５６】
　前記複数のスロットラインモジュールにおける少なくとも１つのスロットラインモジュ
ールの回路素子部分内に遅延等化セクションを実装する段階を更に含み、
　前記遅延等化セクションは、前記少なくとも１つのスロットラインモジュールを通して
前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号遅延を制御し、前記複数のスロットライン
モジュール内の前記スロットラインモジュールの各々を通して信号遅延を実質的に等化す
るように構成される、
ことを特徴とする請求項５５に記載の方法。
【請求項５７】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項５６に記載の方法。
【請求項５９】
　前記スロットラインモジュールの特性を異ならせる段階が、前記複数のスロットライン
モジュール内の前記スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアが配置された誘電体
基板の厚さを異ならせ、且つ前記スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアが構成
される材料の誘電率を異ならせる段階を更に含む、
ことを特徴とする請求項４６に記載の方法。
【請求項６０】
　前記複数のスロットラインモジュールにおける少なくとも１つのスロットラインモジュ
ールの回路素子部分内に遅延等化セクションを実装する段階を更に含み、
　前記遅延等化セクションは、前記少なくとも１つのスロットラインモジュールを通して
前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号遅延を制御し、前記複数のスロットライン
モジュール内の前記スロットラインモジュールの各々を通して信号遅延を実質的に等化す
るように構成される、
ことを特徴とする請求項５９に記載の方法。
【請求項６１】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項６０に記載の方法。
【請求項６２】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項６０に記載の方法。
【請求項６３】
　電力合成アレイにおいて性能を向上させる方法であって、
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　スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアをその各々が有する複数のスロットラ
インモジュールが配置された導波管エンクロージャに対して、マイクロ波信号を該マイク
ロ波信号の電磁界強度が前記導波管エンクロージャの中心部でより強く、且つ前記導波管
エンクロージャの縁部でより弱いように印加する段階と、
　前記スロットラインモジュール間の振幅バランスを前記スロットラインモジュールの各
々を通して特定の振幅輪郭に実質的に一致させるように前記複数のスロットラインモジュ
ール内の前記スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアの長手方向位置を異ならせ
る段階と、
を含む方法。
【請求項６４】
　前記スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアの長手方向位置を異ならせる段階
が、前記導波管エンクロージャ内で前記スロットラインモジュールの１つの少なくとも１
対のスロットラインアンテナ構成が別の前記スロットラインモジュールのスロットライン
アンテナ構成とは異なるように、前記スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアの
特性を変化させる段階を更に含む、
ことを特徴とする請求項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　前記複数のスロットラインモジュールにおける少なくとも１つのスロットラインモジュ
ールの回路部分内に遅延等化セクションを実装する段階を更に含み、
　前記遅延等化セクションは、前記少なくとも１つのスロットラインモジュールを通して
前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号遅延を制御し、前記複数のスロットライン
モジュール内の前記スロットラインモジュールの各々を通して信号遅延を実質的に等化す
るように構成される、
ことを特徴とする請求項６３に記載の方法。
【請求項６６】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項６５に記載の方法。
【請求項６７】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項６５に記載の方法。
【請求項６８】
　電力合成アレイにおいて性能を向上させる方法であって、
　スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアをその各々が有する複数のスロットラ
インモジュールが配置された導波管エンクロージャに対して、マイクロ波信号を該マイク
ロ波信号の電磁界強度が前記導波管エンクロージャの中心部でより強く、且つ前記導波管
エンクロージャの縁部でより弱いように印加する段階と、
　前記導波管エンクロージャ内で前記スロットラインモジュールの１つのスロットライン
アンテナ構成が、前記スロットラインモジュールの別のスロットラインアンテナ構成と異
なるように、前記スロットラインモジュール間の振幅バランスを前記スロットラインモジ
ュールの各々を通して特定の振幅輪郭に実質的に一致させるように、前記スロットライン
アンテナの少なくとも１つのペアの特性を異ならせる段階と、
を含む方法。
【請求項６９】
　前記複数のスロットラインモジュールにおける少なくとも１つのスロットラインモジュ
ールの回路部分内に遅延等化セクションを実装する段階を更に含み、
　前記遅延等化セクションは、前記少なくとも１つのスロットラインモジュールを通して
前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号遅延を制御し、前記複数のスロットライン
モジュール内の前記スロットラインモジュールの各々を通して信号遅延を実質的に等化す
るように構成される、
を更に含む請求項６８に記載の方法。
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【請求項７０】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項６９に記載の方法。
【請求項７１】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項６９に記載の方法。
【請求項７２】
　電力合成アレイにおいて性能を向上させる方法であって、
　スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアをその各々が有する複数のスロットラ
インモジュールが配置された導波管エンクロージャに対して、マイクロ波信号を該マイク
ロ波信号の電磁界強度が前記導波管エンクロージャの中心部でより強く、且つ前記導波管
エンクロージャの縁部でより弱いように印加する段階と、
　前記スロットラインモジュール間の振幅バランスを前記スロットラインモジュールの各
々を通して特定の振幅輪郭に実質的に一致させるように、前記少なくとも１つのペアのス
ロットラインアンテナが配置された誘電体基板の厚さを異ならせる段階と、
を含む方法。
【請求項７３】
　前記複数のスロットラインモジュールにおける少なくとも１つの前記スロットラインモ
ジュールが構成される材料の誘電率を異ならせる段階を更に含む、
ことを特徴とする請求項７２に記載の方法。
【請求項７４】
　前記複数のスロットラインモジュールにおける少なくとも１つのスロットラインモジュ
ールの回路部分内に遅延等化セクションを実装する段階を更に含み、
　前記遅延等化セクションは、前記少なくとも１つのスロットラインモジュールを通して
前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号遅延を制御し、前記複数のスロットライン
モジュール内の前記スロットラインモジュールの各々を通して信号遅延を実質的に等化す
るように構成される、
ことを特徴とする請求項７２に記載の方法。
【請求項７５】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項７４に記載の方法。
【請求項７６】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項７４に記載の方法。
【請求項７７】
　電力合成アレイにおいて性能を向上させる方法であって、
　スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアをその各々が有する複数のスロットラ
インモジュールが配置された導波管エンクロージャに対して、マイクロ波信号を該マイク
ロ波信号の電磁界強度が前記導波管エンクロージャの中心部でより強く、且つ前記導波管
エンクロージャの縁部でより弱いように印加する段階と、
　前記スロットラインモジュール間の振幅バランスを前記スロットラインモジュールの各
々を通して特定の振幅輪郭に実質的に一致させるように、前記少なくとも１つのペアのス
ロットラインアンテナが配置された誘電体基板の厚さを異ならせる段階と、
　前記スロットラインアンテナの少なくとも１つのペアが構成される材料の誘電率を異な
らせる段階と、
を含む方法。
【請求項７８】
　前記複数のスロットラインモジュールにおける少なくとも１つのスロットラインモジュ
ールの回路素子部分内に遅延等化セクションを実装する段階を更に含み、
　前記遅延等化セクションは、前記少なくとも１つのスロットラインモジュールを通して
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前記入力電磁界から前記出力電磁界までの信号遅延を制御し、前記複数のスロットライン
モジュール内の前記スロットラインモジュールの各々を通して信号遅延を実質的に等化す
るように構成される、
ことを特徴とする請求項７７に記載の方法。
【請求項７９】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項７８に記載の方法。
【請求項８０】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項７８に記載の電力合成アレイ。
【請求項８１】
　入力側が、入力電磁界を支持する入力導波管セクションによって定められ、出力側が、
出力電磁界を支持する出力導波管セクションによって定められた導波管エンクロージャと
、
　伝播方向と、前記導波管エンクロージャによって支持される基本モードの電界方向との
両方向に対して垂直な方向として定義されるＨ方向に沿って、前記導波管エンクロージャ
内に前記入力導波管セクションと前記出力導波管セクションとの間に配置されるスロット
ラインモジュールアレイと、
を備え、
　前記スロットラインモジュールアレイ中の各スロットラインモジュールは、入力部分及
び出力部分を有する回路素子と、前記入力導波管セクションと前記回路素子の入力部分と
の間に配置された入力スロットラインアンテナと、前記出力導波管セクションと前記回路
素子の出力部分との間に配置された出力スロットラインアンテナとを含み、
　前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なくとも
一方は、該入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なく
とも一方が配置された誘電体層の面上にスロットライン伝送線路を有し、且つ前記誘電体
層の相対する面上に前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナの
うちの少なくとも一方に対して実質的に垂直に向いた導電ストリップを有する関連スロッ
トライン－マイクロストリップ変換器を含み、
　前記導電ストリップは、前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアン
テナのうちの少なくとも一方を前記各スロットラインモジュールに関連する前記回路素子
に結合する差動駆動マイクロストリップ線路のペアを形成する、
ことを特徴とする電力合成器装置。
【請求項８２】
　前記スロットラインモジュールアレイにおける少なくとも１つの前記スロットラインモ
ジュールの回路素子内に遅延等化セクションを更に備え、該遅延等化セクションは、前記
少なくとも１つのスロットラインモジュールを通して前記入力電磁界から前記出力電磁界
までの信号遅延を制御し、前記スロットラインモジュールアレイを通して前記入力電磁界
から前記出力電磁界までの前記信号遅延を実質的に等化するように構成される、
ことを特徴とする請求項８１に記載の電力合成アレイ。
【請求項８３】
　前記遅延等化セクションは時間遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項８２に記載の電力合成アレイ。
【請求項８４】
　前記遅延等化セクションは位相遅延等化ネットワークを含む、
ことを特徴とする請求項８２に記載の電力合成アレイ。
【請求項８５】
　入力側が、入力電磁界を支持する入力導波管セクションによって定められ、出力側が、
出力電磁界を支持する出力導波管セクションによって定められた導波管エンクロージャと
、
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　伝播方向と、前記導波管エンクロージャによって支持される基本モードの電界方向との
両方向に対して垂直な方向として定義されるＨ方向に沿って、前記導波管エンクロージャ
内に前記入力導波管セクションと前記出力導波管セクションとの間に配置されるスロット
ラインモジュールアレイと、
を備え、
　前記スロットラインモジュールアレイ中の各スロットラインモジュールは、入力部分及
び出力部分を有する回路素子と、前記入力導波管セクションと前記回路素子の入力部分と
の間に配置された入力スロットラインアンテナと、前記出力導波管セクションと前記回路
素子の出力部分との間に配置された出力スロットラインアンテナとを含み、
　前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なくとも
一方は、該入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナのうちの少なく
とも一方が配置された誘電体層の面上にスロットライン伝送線路を有し、且つ前記誘電体
層の相対する面上に前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアンテナの
うちの少なくとも一方に対して実質的に垂直に向いた導電ストリップを有する関連スロッ
トライン－マイクロストリップ変換器を含み、
　前記導電ストリップは、前記入力スロットラインアンテナ及び出力スロットラインアン
テナのうちの少なくとも一方を前記各スロットラインモジュールに関連する前記回路素子
に結合する差動駆動マイクロストリップ線路の２つ又はそれ以上のペアを形成する、
ことを特徴とする電力合成器装置。
【請求項８６】
　前記２つ又はそれ以上の差動駆動マイクロストリップ線路は、前記スロットラインモジ
ュールに沿って動作周波数の４分の１波長の整数倍に実質的に等しい距離だけ離隔される
、
ことを特徴とする請求項８５に記載の電力合成器装置。
【請求項８７】
　前記２つ又はそれ以上の差動駆動マイクロストリップ線路は、前記スロットラインモジ
ュールの各々の前記回路素子内の構成要素の少なくとも２つのセットを介して前記導波管
エンクロージャに印加される信号を分離する、
ことを特徴とする請求項８５に記載の電力合成器装置。
【請求項８８】
　スロットライン－マイクロストリップ変換器を前記回路素子の構成要素に接続する電力
分配器を更に備える、
ことを特徴とする請求項８７に記載の電力合成器装置。
【請求項８９】
　前記電力分配器は、前記回路素子内の構成要素を絶縁するように構成されている、
ことを特徴とする請求項８８に記載の電力合成器装置。
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